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作られたものであるべきです。」 Aalto Summer Houseが音楽
となってきこえてくる。
看護学部看護学科 教授　鶴田 惠子
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図1　本学図書館への来館者延べ人数：
　　　　学部生（2010〜2019年度）
　図書の貸出利用者数について、学部ごとにみると
（図2〜4）、最近5年間では、リハビリテーション学
部（リハ）は減少、社会福祉学部（社福）は横ばい、
看護学部（看護）は増加している。看護では特に3
年生で増加しており、ここ数年「看護研究Ⅰ」とい
う授業内で図書や文献の検索について時間を割いて
いることが関係していると思われる。学年別では、
臨地実習や卒業研究において文献利用の必要性が高
い学年（看護の3，4年生、リハの3年生）の利用が多い。
また、1年生に関しては、他学生と比べると、看護
とリハは最も少ないが、社福では最も多い。社福の
1年生は、初年次教育での図書館利用ガイダンスを
他学部よりも長く時間をとって行い、全員が必ず1
冊は図書を借りるのだが、この経験がそれ以降も本
を借りることにつながっている可能性がある。
　では、学生の皆さんは図書館で年間どのぐらいの
本を借りているのだろうか。過去10年間の学生一人
当たりの年間平均貸出冊数は、看護1.95〜2.25、
リハ1.82〜1.96、社福2.01〜2.17である（図5）。
看護と社福がほぼ2以上、リハが2未満と学部によっ
てやや違いはあるが、どの年度もどの学部でも一人
平均2冊前後であった。本学の図書館には約11万6
千冊の図書が所蔵されており、各学部の専門分野だ
けでなく近接分野の図書も豊富にある。その中で学
生一人が年間に借りるのが平均2冊というのは少な
い、というか、もったいないと感じる。
　一方、電子媒体の利用については、メディカルオ
ンラインのWebサービスの利用状況を見ると、論文
検索は年々増加しており、特にリモートアクセス（自
宅など学外から）が可能になった2016年度以降は、
急増している（図6）。中でもリハの学生のリモート
アクセス利用が圧倒的に多い。リハでは、レポート
作成や卒業研究において、教員が積極的に電子媒体
の使用を促している。また、同社の電子書籍の利用
では2018〜2019年にかけて飛躍的に増加している
学生の本学図書館の利用傾向について考える
〜過去 10 年間のデータを基に〜
図書館長 　　　　　　　　　　　　　
看護学部看護学科　教授　　長峰 伸治
自宅から リモートアクセス！！
“リモートアクセス” は、実習や授業の事前事後学修などに、学生が学外から利用できる便利な
機能です。
図書館ホームページ 調べる・探す で【学内】がついている電子リソースは、学内でしか利用で
きませんが、医中誌web 、メディカルオンラインは、学外からリモートアクセスができます。
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　学生の皆さんは、本学の図書館をどのように利用
しているのだろうか？図書館長という立場になって
私がまず初めに気になったことだった。そこで本稿
では、過去10年間（2010〜2019年度）の本学図書
館に関するデータから、本学学生（学部生）の利用
傾向について考えてみたい。
　まず、来館者の延べ人数については（図1）、全体
として2010，2011年度に比べると減少傾向にある。
この減少傾向については様々な要因が考えられる
が、その一つとして図書館の移設が挙げられる。
2013年度より現5号館に図書館が移設され、それま
では学生が授業を受ける校舎の中、または、隣接し
た場所にあったが、移設後は2〜3分歩いて行く場所
となった。学生にとって授業の合間にすぐに立ち寄
れる場所ではなくなり、足が遠のくことになったで
はないか。
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（図7）。2020年度からの全学部学生のＰＣ必携化に
より、館外からオンラインで文献・書籍にアクセス
する形での利用は、今後ますます増加すると思われ
る。
　また、来館者数が全体的に減少傾向にあった中で
2014〜2015年度はやや増加していたが、これは、
館内のグループ学習室利用におけるリハ学生の来館
者数が同じ年度に増加したことと関係がある（図8）。
司書の方のお話によれば、授業でグループ学習室を
利用することで、その後、教員がいなくても学生同
士だけでゼミやグループワークの場として学習室を
利用することがこの時期定着していたとのことで
あった。「ラーニングコモンズ」と併せ、学生同士
が協働して学び合う場の利用は学生のアクティブ
ラーニングを促進する上で今後さらに重要となる。
　以上をまとめると、本学学生の図書館利用に関し
て、全体としては「来館者数の減少」「図書貸出冊
数の少なさ」、その一方で「館外からのリモートア
クセスの増加」という特徴が明らかになった。学部
別では、看護は実習や研究・レポートなど必要に応
じて文献を利用し、社福は1年次から自らの関心に
応じて図書に触れることが促され、リハはオンライ
ンによる文献利用やグループ学習を積極的に行って
おり、学部ごとに図書館の利用の仕方やニーズに違
いがみられた。
　また、利用や貸出・アクセスの増加には、授業や
研究指導、初年次教育などの場において、教職員が
図書館機能の使用の仕方を積極的に教えたり、促し
たりしていることが関係していると思われる。やや
離れた場所にある図書館に学生が足を向けるように
するには、学生を惹きつける情報発信を今以上に行
うとともに、授業など実際の学修の場において、学
生自身が図書館の機能や資源を実際に利用してみ
て、その意義や有効性を実感してもらい、学生が自
発的に利用しようと思えるように、教員が働きかけ
ていくことが大事になるだろう。
